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知のプロムナードデザインコンペ
入選作品決まる！
－たかが＜ベンチ＞、されど＜ベン
チ＞－

知のプロムナード小委員会

学内広報No.1355でお知らせしました「知のプロムナ
ード デザインコンペ」において、71件の応募の中から
厳正なる審査の結果、入選作10点が決定しましたので以
下のとおり入選作の応募者10名を発表いたします。
なお、入選作の応募者には知のプロムナード小委員会

より個別にご連絡させていただきます。
皆様からの多数のご応募ありがとうございました。

知のプロムナードホームページ
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/130prome.html

６月25日（月）から６月27日（水）の３日間、代々木
の国立オリンピック記念青少年総合センターにおいて、
International Student Forum 2007 が開催された。この
フォーラムは、2005年４月に行われたUTフォーラムの
学生フォーラム部分を同年９月に東京（医科学研究所）
で開催したところ大変好評であったため、以後本学医科
学研究所と中国科学院研究生院との交互開催で継続する
こととなった事業で、今回が第３回目になる。本学から
は、大学院生13名が、中国科学院研究生院からは大学院
生14名が参加した。また、今回は、University of
Nebraska Medical Center（UNMC）及びUniversity of
California, San Francisco（UCSF）からの大学院生各10

名を特別招待しての総勢47名での開催となった。

フォーラム初日は清木医科学研究所長の挨拶でオープ
ニングを飾り、生命科学、基礎医学、生物学の領域を専
攻する大学院生が各自の研究成果を２日間に渡って発表
した。このフォーラムでは、企画の段階から各機関の学
生代表が関与し、プログラムの立案から運営まで教職員
の指導のもと、学生が主体となって取り組んだ。各セッ
ションの座長に学生が輪番制であたるなど、まさに学生
による学生のためのフォーラムであった。最終日に開催
されたレセプションでは、浅島理事（副学長）、古田総
長室顧問、馬研究生院副院長、Leuenberger UNMC副
学長等が出席し、参加学生等の大合唱が催されるなど、
大盛会のうちに幕を閉じた。

創立130周年記念事業
International Student Forum2007
開催される

医科学研究所

フォーラム風景

大野友資さん 前川　哲さん
渡辺一生さん 筑紫一夫さん
森田悠詩さん 遠藤暢雄さん
佃　和憲さん 日高　仁さん
松本文夫さん 八木敦司さん
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７月７日（土）・８日（日）、今年の理学部の見学旅
行は軽井沢。嬬恋村役場と浅間山ミュージアムの協力を
得て「火山学習会」をメインに行った。

講師に本学名誉教授の荒牧重雄先生をお迎えすること
ができた。半世紀にわたり浅間山の研究に取り組み、今
なお地域の防災教育に奔走し、「走る火山学者」として
マスコミにも紹介されているとおり、先生のパワフルで
フットワークの軽い行動力には参加者一同脱帽の思いだ
った。村役場の用意してくださったマイクロバスで白糸
の滝・浅間火山観測所（本学地震研究所附置）・鎌原村
落・嬬恋村立郷土資料館などを巡りながらの学習会には
参加留学生達も大変興味を持ったようであった。天明噴
火の災害跡を見学した学生は自然の恐ろしさを痛感して
いた。「災害を最小限度に食い止めるために火山をよく
知る」ことの必要性を自治体の首長を通して訴えている
先生の活動がよく理解できるプログラムであった。

一日目は中軽井沢の野鳥の森をピッキオ（ワイルドラ
イフリサーチセンター）スタッフの方のガイドで「ネイ
チャーウォーキング」を楽しみ、東京からの移動の疲れ
と程よく歩きつかれた体を温泉で癒すこともできた。ガ
イドを引き受けてくださった南さんは動物の研究で本学
の教員と共同で論文を書かれているとのこと。今回の旅
行では本学にゆかりの深い方々に応援され、大変有意義
な時間を過ごすことができた。
毎年国から支給される見学旅費に感謝しながら、留学

生は今年も充実した２日間のフィールドトリップを満喫
することができた。

浅島理事（副学長）と馬副院長とのフラッグ交換

参加者による集合写真

留学生見学旅行開催される

大学院理学系研究科・理学部

嬬恋郷土資料館の前で荒牧先生、嬬恋村の方たちと

本学浅間火山観測所横の地層で噴火の歴史を学ぶ

七夕飾りに留学生達も願い事を吊るす
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平成19年度初心者水泳講習会を終えて

今年度も本部学生支援グループ体育チームからの依
頼で、６月29日研修室での事前説明会を実施後、御殿
下記念館プールで、７月４、５、６、11、12、13日の
６日間行いました。
例年は留学生の方がほとんどですが、今回は日本人

の方も５名参加され驚きました。なぜかと申しますと、
日本人の方は子供の頃にスイミングスクール等で水泳
に親しむためか、最近は初心者水泳講習会にはほとん
ど参加されないからです。この講習会は、全く泳げな
いと言うより、何かの理由で水に入ったことがない方
から息継ぎが出来ない方までが対象で、６日間参加す
ればクロールで25ｍを呼吸しながら泳ぐことが出来る
というのが目標です。しかし、皆さん自ら泳ぎたいと
いう意欲のある生徒さんなので、指導員が終了時間で
終わりたくてもなかなか止めさせてもらえないことも
ありました。なお、日本語で説明している関係上、指
導内容の理解度に差があるためか、生徒さんの中には
思うように学んでもらえない場合があり、指導者側の
課題になっています。それでも、中国の山で育って今
まで水に入ったことがないが、この機会に若干泳げる
ようになったととても喜んで頂けて指導員としても非
常にうれしい瞬間を味わいました。しかし、最終日の
記念撮影に生徒さん全員に参加していただけなかった
のが少し残念です。

今年度も東京大学水泳同好会の小林さん、高橋さん、
関矢さん、西口さん、坂西さんにも指導を頂き、本部
学生支援グループ体育チームの方や御殿下記念館の方
にも助けられ、無事に初心者水泳講習会を終えること
が出来ましたことをお礼申し上げます。有り難う御座
いました。 （東大水泳同好会　薗田正）

東大OB明石顕選手世界陸上大阪大会に出場

本学陸上部出身の明石顕選手（綜合警備保障）が世
界陸上大阪大会の50km競歩に出場します。明石選手
は本学入学後競歩を始めて頭角を現し、卒業後も競歩
を続け、前回の世界陸上ヘルシンキ大会の日本代表と
して50km競歩に出場し、15位の結果を残しました。
今年は大阪で世界陸上がありますが、明石選手はそ

の選考会を勝ち抜いて今回も代表に選ばれました。
50km競歩は９月１日（土）朝７時から大阪長居公園
の周回コースで行われます。酷暑でのサバイバルレー
スが予想されますが、明石選手の得意とする粘りのレ
ースに持ち込むことが期待されます。スタートとゴー
ル以外は公園内でのレースですから入場料は要りませ
んので、夏休みで関西にいる方など、どうぞ皆様応援
をお願いします。 （陸上部監督　八田秀雄）

講習会参加者と指導員（後列）

ヘルシンキ大会での明石選手（ゼッケンNo.515）
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医科学研究所公開セミナー｢ラブラボ｣
～感染症の研究ってなんだろう？～
開催のお知らせ

医科学研究所

医科学研究所公開セミナー｢ラブラボ｣を下記の要領に
て開催いたします。
本セミナーは、文部科学省科学技術振興調整費重要課

題解決型研究「新興・再興感染症制圧のための共同戦略」
（代表：山本雅・医科学研究所教授）のアウトリーチ活
動で、研究者が感染症制圧を目指してどのような研究を
しているのかを、主に高校生、大学生の皆さんを対象に
お話しします。エイズ、ピロリなどなど、感染症は私達
のごく身近にあるものです。感染症と私達との関係、安
心・安全な社会の形成について考える機会としていただ
ければ幸いです。ぜひ、ご参加下さい。

日時：８月８日（水）13:00～15:30

場所：医科学研究所講堂
対象：一般（主に高校生および大学生）
参加費：無料
詳細：

http://www.ims.u-tokyo.ac.jp/imsut/jp/events/other

s/806.pdf

問い合わせ先：医科学研究所・所長企画室内
公開セミナー事務局（内線75254）
TEL：03-5449-5254

E-mail：office@ims.u-tokyo.ac.jp
プログラム：

13:00～13:15

｢開会挨拶と医科研紹介｣ 清木元治（所長）
13:15～13:45

｢ミクロの世界で細菌の感染を見る｣
笹川千尋（細菌感染分野教授）

13:45～14:15

｢エイズワクチンができたらうけますか？｣
俣野哲朗（感染症国際研究センター 微生物学分野教授）
14:15～14:30 コーヒーブレイク
14:30～15:00

｢生体最前線での免疫制御―お腹の免疫の摩訶不思議―｣
国澤純（炎症免疫学分野助教）
15:00～15:30

｢感染モデル動物としての霊長類｣
服部正策（奄美病害動物研究施設准教授）

2007年３月に採択された中国の物権法は、社会主義市
場経済体制に法的基盤を提供するものとして内外から大
きな注目を集めています。全国人民代表大会常務委員会
の委託を受け、物権法の最初の草案を起草したのは、梁
慧星教授を中心とする中国社会科学院法学研究所民法室
のグループであり、彼らの作成した草案は、中国の市場
経済化を促進するものとして、激しい論争を引き起こし
ました。
今回、社会科学研究所は現代中国研究拠点プロジェク

トの一環として、中国社会科学院法学研究所民法室が主
宰する中日民商法研究会、および大学院法学政治学研究
科と共同で、中国物権法をテーマとするシンポジウムを
開催いたします。草案起草担当者による報告を中心とし
て、物権法の採択へ至る問題点の検討を踏まえ、成立し
た物権法の意義とそこに示された課題を解き明かしま
す。

日時：８月31日（金） 13:00～18:00

場所：本郷キャンパス山上会館大会議室
参加申込受付：先着50名（参加費無料）
懇親会費：一般　5,000円　学生　3,000円
申込み先：bukkensympo@iss.u-tokyo.ac.jp

（氏名、住所、職業、所属、懇親会への参加の有無を
明記してください）

・プログラム （敬称略）
13:00 開会
第１部
13:10 基調報告① 梁慧星
13:40 基調報告② 星野英一
14:00 総則編 孫憲忠
14:20 コメント 加藤雅信

創立130周年記念事業
中日民商法研究会第6回大会・第21回社研
シンポジウム　「中国物権法を考える」

社会科学研究所
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14:30 休憩

第２部
14:45 所有権編 渠涛、陳華彬
15:05 コメント 大村敦志
15:15 用益物権編 陳甦
15:35 コメント 原田純孝
15:45 担保物権編 鄒海林
16:05 コメント 近江幸治
16:15 占有編 張広興
16:35 コメント 松岡久和
16:45 休憩

第３部
17:00 総合コメント 北川善太郎
17:20 質疑
18:00 閉会

19:00 懇親会

主催：中日民商法研究会／社会科学研究所・大学院法学
政治学研究科

企画：社会科学研究所現代中国研究拠点
後援：財団法人社会科学国際交流江草基金

社団法人商事法務研究会
協力：社会科学研究所地域主義比較プロジェクト

（CREP）

東京大学生命科学研究ネットワーク（ネットワーク
長：松本工学系研究科長）では、「生命科学研究ネット
ワークシンポジウム2007－生命科学・知の構造化－」を
次のとおり開催いたします。

日時：９月15日（土）９:30～17:45

場所：講演 安田講堂
ポスターセッション 安田講堂・工学部２号館

プログラム：

９:30～９:35 開会の挨拶
工学系研究科長　松本　洋一郎　教授
（生命科学研究ネットワーク長、シンポジウム実行委
員長）

９:35～10:15 講演
農学生命科学研究科　西澤　直子　教授
「植物の鉄栄養遺伝子を活用した不良土壌耐性作物の
作出」

10:15～10:55 講演
分子細胞生物学研究所　宮島　篤　所長
「組織幹細胞の分離・培養と医療への応用」

10:55～11:35 講演
総合文化研究科　菅原　正　教授
「原始細胞モデルへの構成的アプローチ」

11:35～15:00 ポスターセッション
15:10～15:40 総長講演
小宮山 宏 総長「生命科学・知の構造化」

15:40～16:20 講演
海洋研究所　西田　周平　教授
「動物プランクトンの多様性と全海洋センサス」

16:20～17:00 講演
薬学系研究科　三浦　正幸　教授
「プログラム細胞死から見た細胞社会」

17:00～17:40 講演
先端科学技術研究センター　菅　裕明　教授
「遺伝暗号リプログラミングを駆使した新創薬技術Ｒ
ＡＰＩＤシステムの創成」

17:40～17:45 閉会の挨拶
工学系研究科　佐久間　一郎　教授

（生命科学研究ネットワーク・シンポジウム実行委員会
幹事）
17:45～19:30 懇親会（工学部２号館フォーラム）

今回のシンポジウムで、２回目の開催となります。盛
況だった昨年に続き、今年もポスターセッションの場を
設けました。昨年より時間帯も長く設定しましたので、
多数の参加者をお待ちしております。
また、ポスター発表者、講演参加者をシンポジウムホ

ームページで募集しております。

生命科学研究ネットワークシンポジウム2007

ホームページ
http://www.seimeikagaku.org/index.html

生命科学研究ネットワークホームページ
http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/res/res5/kenkyu-nw-

top.html

生命科学研究ネットワークシンポジウム2007
開催のお知らせ

生命科学研究ネットワーク
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生産技術研究所では昨年に引き続き発明コンテストを
行います。本学の学生であればどなたでも参加できます
ので、皆様ふるって応募してください。

募集主旨：知的生産活動により得られた新規アイデアを
個人の内に秘めておくばかりでなく、新規性
の権利を明確に主張できることが、これから
の知財立国を支える研究者に要求されていま
す。研究者としての第一歩を踏み出したばか
りの柔軟な思考を持つ学生諸君に、そのよう
な権利主張を行うトレーニングの機会を与え
ることを目的として発明コンテストを企画し
ました。このような権利主張の機会を通じて、
現在は漠然としたイメージしか抱かれていな
いであろう、知的財産権の理解を深めていた
だくことを期待しています。

応募資格：本学の学生（学部学生・大学院学生等）

応募期間：７月２日（月）～９月28日（金）
（必着）
※応募用紙は６月中旬から配布いたします。

日　　程：2007年11月　下旬
書類審査終了　予備審査結果の通知

2007年12月25日（火）
本審査　プレゼンテーション

2008年１月　初旬
審査結果の通知

2008年１月　下旬
表彰式

発明内容：発明の分野や内容、実施の度合は問いません。
但し、「特許法上の発明」（自然法則を利用し
たアイデアで、産業上利用できるもの）に該
当しない場合は審査対象にならない可能性が
あります。

提出書類：応募用紙表紙（様式A）…２部
発明説明書
（様式B、A４版タテ記述自由形式）…２部
発明確認シート（様式C）…２部

前回シンポジウムのポスターセッション（工学部２号館）

生命科学研究ネットワークシンポジウム2007ポスター

生産技術研究所

第５回　東京大学学生発明コンテスト
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応募用紙の様式A、Bの内容を含む電子媒
体・・・・１部

※応募用紙は、以下のホームページからダウンロードで
きます。応募資格、賞金額、第１回から第４回までの本
コンテストの詳細も参照することができます。

http://hatsumei.iis.u-tokyo.ac.jp/

審査：生産技術研究所（産学連携委員会）、産学連携本
部、財団法人生産技術研究奨励会（TLO）、弁理
士の関係者で行う予定

※審査においては、特許性よりもアイデアを重視す
る予定です。

表彰：発明大賞、産学連携本部長賞、生産技術研究所長
賞他

※各賞に賞状、賞金、記念品が授与される他、優秀
な発明に対しては、発明者が希望する場合、特許
出願などのアドバイスを行います。

その他：応募する際には事前に、「応募にあたってのご
注意」をご確認ください。
※一人で複数の発明を応募しても構いませんが、
発明ごとに別々に応募してください。

主催：生産技術研究所、産学連携本部、財団法人生産技
術研究奨励会（TLO）

問い合わせ先・応募先：

〒153-8505

東京都目黒区駒場４－６－１
東京大学生産技術研究所内
財団法人生産技術研究奨励会

発明コンテスト係
電話: 03-5452-6094
Fax: 03-5452-6096

e-mail: fpistlo1@iis.u-tokyo.ac.jp

「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15号館ロビー、図書館ロビー、生協書
籍部、保健センター駒場支所で無料配布しています。バ
ックナンバーもあります。
第504号の内容は以下のとおりとなっていますので、

ぜひご覧ください。

丹野義彦・石垣琢麿・平石界：駒場の「よろず相談所」
を知っていますか？
寺尾美子：東京大学ではセクシュアル・ハラスメント防
止に取り組んでいます～気になることがあればハラスメ
ント相談所へ～
岡本拓司：駒場Ⅰキャンパスに残る「明治」
鈴木　建：太陽風―太古の地球から宇宙天気予報まで
―
桜井隆史：身体運動教育のカリキュラム改革（3）
呼吸循環と健康、自分にあった至適運動強度を知る

〈本郷各学部案内〉
大日方隆：実証主義の経済学と数学的素養

〈本の棚〉
岡山　裕：三谷博著『明治維新を考える』日本史嫌いに
つける薬？
田尻芳樹：スティーヴン・グリーンブラット著／
河合祥一郎訳『シェイクスピアの驚異の成功物語』

〈時に沿って〉
太田邦史：Back to the future
山田貴富：過去と未来
成川　礼：駒場の変遷の中で
梶田　真：昔、学生だったところで教員をすることへの

戸惑い

本学広報センター（龍岡門脇）は下記のとおり、臨時
休館いたします。

８月13日（月）～17日（金）

■広報センターHP
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/public02_j.html

【東京大学HPトップ】→右列の【広報・情報公開】をク
リック→【広報センター】をクリック

大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第504（7月4日）号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

本部広報グループ

広報センター夏季臨時休館のお知らせ
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内田　久雄　名誉教授

内田久雄先生は、ご療
養中のところ、平成19年
７月２日、肺炎のため逝
去なさいました。享年81

歳でした。
先生は大正15年２月に

東京市麻布区（現目黒区）
にお生まれになり、昭和
22年９月に東京帝国大学
理学部化学科をご卒業、
国立予防衛生研究所第二細菌部勤務を経て、昭和29

年６月に東京大学伝染病研究所（現医科学研究所）
助手に転任なさいました。昭和32年から36年にかけ
て、米国カリフォルニア大学バークレー校および西
ドイツへ留学。この間、昭和33年５月には理学博士
（東京大学）の学位を取得していらっしゃいます。
帰国後は、昭和38年３月伝染病研究所助教授に、昭
和45年同研究所教授に昇任し、昭和61年３月に停年
で東京大学を退職なさるまで同研究所生物物理化学
研究部長として活躍なさいました。さらに、昭和61

年には帝京大学へ着任、平成元年より同８年３月に
停年を迎えるまで理工学部バイオサイエンス学科長
としての重責をお果たしになりました。
戦後米国・英国で交流しつつあった分子生物学に

いち早く興味を持ち、留学中その息吹に触れた先生
は、昭和36年の帰国後、大腸菌やバクテリオファー
ジを用いて、オルガネラの形態形成、DNA複製、
RNA転写、タンパク質合成などの基本的な細胞機
能の分子遺伝学的研究を推進する傍ら、欧米に後れ
をとり研究設備も乏しかった我が国に分子生物学を
根付かせようとひとかたならぬ努力をなさいまし
た。当時、我が国で分子生物学を志している人々に
定位置といえる居場所がなく、研究発表をする学会

もまた同じような状況でした。そのような状況を打
開するため先生が企画なさったのが、昭和46年より
毎年開催された分子生物学シンポジウムです。多く
の若い人々を啓発し、我が国の分子生物学の担い手
に育てたこのシンポジウムは、昭和53年に日本分子
生物学会へと発展的に解消し、先生は第二代会長と
して昭和58年から二期４年をお務めになったのでし
た。
後進の育成に当たる一方で傾注なさったのが、研

究倫理の確立です。昭和50年代初頭、分子生物学に
おける大きな技術革新として遺伝子組換え技法が台
頭してきましたが、その適切な運用にはガイドライ
ンの早期制定が喫緊の課題だとお考えになり、昭和
54年に総理大臣決定されることとなる「組換え
DNA実験指針」の草案作成に尽力なさいました。
昭和56年に医科学研究所に設置された我が国初の本
格的な遺伝子組換えのための遺伝子解析実験施設で
は、初代施設長として本学における分子生物学興隆
の基礎を築くこととなりました。広範な専門知識は
科学技術政策にも活かされ、平成６年から平成12年
まで、日本学術会議の会員として分子生物学研連、
生物科学研連の委員長を歴任していらっしゃいま
す。
このような長年のご功績に対して、昭和63年に紫

綬褒章、平成８年には旭日中綬章が贈られました。
「研究は楽しまなければいけないよ」が先生の口

癖でした。実際、先生は興味深いことに誰よりも早
く着目して地盤を固め軌道に乗せる、いわば開拓者
の立場を楽しんでおられました。昨今の我が国に於
ける分子生物学のめざましい興隆を見るにつけて
も、実に幸せな人生をお送りになったものと感嘆せ
ずにはいられません。もはや先生にお導きいただけ
なくなったことを思いますと哀悼の念止みがたく、
ここに謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

（医科学研究所）
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総合研究博物館
URL：http://www.um.u-tokyo.ac.jp/
（臨時休館の場合があるので、ホームページ確認のこと）

総合研究博物館
1階新館展示ホール

5月26日（土）
～9月2日（日）
月曜休館（月曜祝
日の場合は開館、
翌日休館）
10：00～17：00
（入館は16：30まで）

創立130周年記念事業特別展示
『遺丘と女神―メソポタミア原始農村の黎明』展

財団法人生産技術研究奨励会　発明コンテスト係
TEL: 03-5452-6094 FAX: 03-5452-6096
E-mail: fpistlo1@iis.u-tokyo.ac.jp

7月2日（月）
～9月28日（金）

第５回東京大学学生発明コンテスト
※17ページ参照

安田講堂前広場（屋外展示）7月21日（土）
～8月10日（金）

創立130周年記念事業「花蓮～歴史と夢～」
※1361号参照

URL:http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_01_j.html
本部広報グループ　TEL:03-3815-8345安田講堂

9月22日～10月20日
の各土曜日
13：30～

第107回（平成19年秋季）東京大学公開講座

ICASP10 Secretariat Prof. Tsuyoshi Takada
E-mail: icasp10@load.arch.t.u-tokyo.ac.jp
URL:http://www.ics-inc.co.jp/ICASP10/index.html

柏キャンパス内
（HPのプログラム参照のこと）

7月31日～8月3日
（開催時間等はHP
参照のこと）

第10回 土木・建築工学における確率・統計理論の応用
に関する国際会議

太陽発電衛星研究会、大学院新領域創成科学研究科
E-mail：komurasaki@k.u-tokyo.ac.jp
URL：http://sps.kml.k.u-tokyo.ac.jp/

柏キャンパス
新領域基盤棟2F大講義室

8月2日（木）午後
3日（金）終日

FSフォーラム
第10回 宇宙太陽発電システム(SPS)シンポジウム

生命・医療倫理人材養成ユニット
URL:http://square.umin.ac.jp/CBEL/鉄門記念講堂8月4日（土）

18:00～19:00
特別講演会
「東洋的な生命倫理は可能か」

大学院教育学研究科附属学校教育高度化センター・
基礎学力向上プロジェクト TEL:03-5841-1749
URL:http://www.p.u-tokyo.ac.jp/̃c-kodoka/kanken.html

理学部1号館
小柴ホール

8月9日（木）
13:00～17:00シンポジウム「リテラシー（基礎学力）を育む」

東洋文化研究所
URL:http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

URL:http://www.seimeikagaku.org/index.html

工学部8号館7階736号室9月14日（金）
15:00～17:00

東文研セミナー
「銃後の中国社会：日中戦争下総動員と農村」

安田講堂9月15日（土）
9:30～17:45

生命科学研究ネットワークシンポジウム2007
※16ページ参照
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
医学系研究科神経機能解明ユニット
河崎洋志　TEL:03-5841-3616

E-mail:kawasaki@m.u-tokyo.ac.jp

医学系研究科教育研究棟
2階0202号室（第2セミナー室）

7月31日（火）
17:00～18:00

神経機能セミナー
「Mechanisms of axon degeneration and axon regener-
ation」

地震研究所アウトリーチ推進室
TEL:03-5841-5643 E-mail:openlec@eri.u-tokyo.ac.jp 
URL:http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/KOHO/PANKO2007/

地震研究所（研究展示）
弥生講堂（公開講義）

8月2日（木）
10:00～16:00
（研究展示）
13:30～15:40
（公開講義）

地震研究所一般公開・公開講義
※1361号参照

社会科学研究所庶務分野
TEL:03-5841-4904  FAX:03-5841-4905
E-mail:summerws07@iss.u-tokyo.ac.jp

経済学研究科棟一番教室8月2日（木）
3日（金）

社会科学を語る夏のワークショップ
「〈ヨーロッパ〉のいまを読み解く」

医科学研究所・所長企画室内　公開セミナー事務局
TEL：03-5449-5254
E-mail：office@ims.u-tokyo.ac.jp

医科学研究所講堂8月8日（水）
13:00～15:30

医科学研究所公開セミナー｢ラブラボ｣
※15ページ参照

主催：中民商法研究会/
社会科学研究所・大学院法学政治学研究科
申込み先E-mail：bukkensympo@iss.u-tokyo.ac.jp

山上会館大会議室8月31日（金）
13:00～18:00

創立130周年記念 中日民商法研究会第６回大会・
第21回社研シンポジウム
※15ページ参照

東洋文化研究所
URL:http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

幸田薫　E-mail:koda＠boz.c.u-tokyo.ac.jp

工学部8号館7階736号室9月15日（土）
13:00～16:00

東文研セミナー
「中国銅銭の世界：銭貨から経済史へ」

東京大学教養学部、
都内の新聞社、鎌倉など

9月1日・2日と
6日～20日まで日独学生交流セミナー2007

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

大学院人文社会系研究科文化資源学研究室
URL:http://www.l.u-tokyo.ac.jp/CR-K/

本郷キャンパス
法文2号館2階1番大教室

6月8日（金）～平
成20年1月11日（金）
全12回
18:40～20:20

文化資源学公開講座
「市民社会再生－文化の有効性を探る－」

附属図書館
URL:http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/koho/news/news/
fuzokuto_07_07_04.html

総合図書館3階ロビー

7月5日（木）～9月
26日（水）【7月26
日（木）、8月23日
（木）、9月9日（日）
の休館日を除く】

常設展示「（新制）東京大学総長著作展（２）
－平野総長から佐々木総長まで－」
※1361号参照

教養学部附属教養教育開発機構
教養教育社会連携（ベネッセコーポレーション）
寄付研究部門
E-mail: high-school@komed.c.u-tokyo.ac.jp
TEL: 03-5465-8820, FAX:03-5465-8821

香川県香川郡直島町8月6日～9日
（3泊4日）直島哲学キャンプ
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一般ニュース

特集

NEWS

コラム

部局ニュース

◆ 表紙写真 ◆

02 UTフォーラム in ソウル

06 新役員の紹介

08 知のプロムナード小委員会

知のプロムナードデザインコンペ入選作品
決まる！
－たかが＜ベンチ＞、されど＜ベンチ＞－

08 医科学研究所

創立130周年記念事業International Student
Forum2007開催される

09 大学院理学系研究科・理学部

留学生見学旅行

10 Crossroad～産学連携本部だより～vol.21

11 Step by Step 東大基金通信　第４回

12 コミュニケーションセンターだより　No.38

12 インタープリターズ・バイブル　Vol.8

13 Relay Column「ワタシのオシゴト」 第18回

13 龍岡門横丁噺　第20回

14 噴水　平成19年度初心者水泳講習会を終えて

東大OB明石顕選手世界陸上大阪大会
に出場 小宮山総長とソウル大学校総長・高麗大学校総長

（２ページに関連記事）

淡青評論
24 東京大学の美しき学問

シンポジウム・講演会

INFORMATION

15 医科学研究所

医科学研究所公開セミナー｢ラブラボ｣ 
～感染症の研究ってなんだろう？～　
開催のお知らせ

15 社会科学研究所

創立130周年記念事業　中日民商法研究会
第6回大会・第21回社研シンポジウム
「中国物権法を考える」

16 生命科学研究ネットワーク

生命科学研究ネットワークシンポジウム
2007開催のお知らせ

お知らせ
17 生産技術研究所

第5回　東京大学学生発明コンテスト

18 大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第504(７月４日)号の発行
―教員による、学生のための学内新聞―

18 本部広報グループ

広報センター夏季臨時休館のお知らせ

22 EVENT LIST

訃報
19 内田久雄　名誉教授

巷のメディアの中で【学内広報】に近いものは？　おそら
く、企業の「社内報」などの「組織内に読者を想定したメ
ディア」がもっとも近いと思います。ところが、それらと
本誌には一点だけ大きな違いがあります。それは「読者＝
執筆者」であること。本誌は東大の全教職員を読者とし、
同時に全教職員が執筆者たりうるメディアなのです。表紙
に記された「for communication across the UT」は伊達
ではありません。巷のメディア全体からみれば、きわめて

ユニークであり、誇れるメディアなのではないでしょう
か。
そんな【学内広報】が９月から月刊化します。コミュニケ
ーション・ニューズペーパーからコミュニケーション・マ
ガジンへ……新たな可能性を模索する「月刊学内広報」を、
これからもよろしくお願いいたします。もちろん、その中
身を作っていくのは読者であるあなた自身です。（し）



一年ほど前に外山雄三指揮によるマーラーの交響曲５番を聞く機会があ

った。この曲は70分以上もかかる長い曲なので、これまで華々しいわりに

は途中で居眠りをしてしまったという記憶があった。けれども自分でも驚

いたが、最後まで適度な緊張と興奮で聞き終えることができた。久しぶり

の名演奏に感動した。人の心を癒し感動させる力を持つ音楽は本当にすば

らしい。

音楽、より広く言えば「芸術」は疑問を挟む余地もなく「美しいもの」

の一つだと思う。私はこの「美しいもの」のもう一つに「学問」があると

思っている。この学問を遂行する場の一つが大学である。しかしながら、昨今とりわけ法人化後はこんな呑

気なことを言っていられなくなった。大学を取り巻く環境が大きく変わり、外部資金をいくら集めたとか、

特許がいくつ出たといったことまで視野にいれなければいけなくなった。

ところで、音楽の演奏は指揮者によっても変わる。すばらしい演奏かどうかは、その場その場で聴衆の感

性によって評価が下される。では、大学は何で評価されるのであろうか。どれだけ日本一の研究があるかと

か、特許の数とか論文掲載数といったことも現時点での大学を評価する指標であろう。しかし、それだけで

は世界の中で尊敬され感動を与える「美しいもの」である学問を遂行する場たりえるとは思えない。

では、そのような場としての大学に必要な原点はなんだろうか。理学研究者の一人として例をあげれば、小

柴先生のニュートリノ研究は世界中に感動を与えたと確信する。このような物事の本質に迫る根源的研究

（学問）をどれだけ輩出したかではなかろうか。この例に代表されるように、成果があがるまでに長い年月を

必要とし、短期的な時間スケールで成果を評価する基準からいえば生き残れなかったであろう基礎研究を東

京大学は大事にしてきた歴史がある。外部環境が複雑に変化する時には、ややもすれば現状対応型の舵取り

になり勝ちである。現在、多くのことが移行過程にあるのだろうが、この様な時だからこそ長期的視野に立

ち、感動を与える「学問」を大事にし、新たな種をまいて育てる懐の深い姿勢をいっそう鮮明に打ち出して

ほしい。

酒井　英行（大学院理学系研究科・理学部）

東京大学の美しき学問
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